
4月のブルーベリー農園その 3（東広島市豊栄町） 

16 日には安芸区矢野東にある安芸の

郷の建物「森の工房 AMA」の屋上の

ブルーベリーが 10数本枯れているの

で補充の必要から、ブルーベリー農園

にある掘り上げてもいい木を持ち帰ってもらった。森の工房 AMA に持ち帰り

その日に植えることができた。結構あわだしい作業だった。剪定が遅れている

ので平日にもブルーベリーの剪定作業を続ける。キジが農園によく来る週で何

回も見かけた。

 

 

4月 16日（金） 

① 安芸の郷の事業所の一つ森の工房みみずくから利用

者と職員が農園のブルーベリーを掘り上げて持ち帰

りその日に屋上に植える作業をしに来園。森の工房

AMA の屋上のブルーベリーが⒑数本枯れたのでその

補充が目的。 

 

 

⓶ 農園では友人 2人が援農。剪定した枝を燃やしてくれ

た。並行してブルーベリーの剪定を続ける。 

 

 

4月 17日（土） 

田んぼから転作したブルーベリー畑でメスのキジがしず

じずと散歩（写真中央） 

 

 

4月 18日（日） 

① 里山のブルーベリー園に入るところにウワミズザク

ラとヤマザクラが咲いている。（写真中央） 

 

   



 

⓶ 白くて長い花穂が春光に浮かぶ。 

 

 

② 2段目のブルーベリー畑の剪定を続ける。 

 

 

4月 20日（火） 

① ブルーベリー畑のタンポポはもう綿帽子に。 

 

 

 

 

 

《2021年 4月 23日の「新・ヒロシマの心を世界に」のブログに掲載》 

 

⓶ 農園の周辺の田んぼは田植えに備えてもう水が張ら

れている所もある。 

 

4月 22日（木） 

① 午後からのブルーベリーの剪定で農園に行ったのだ

が里山のブルーベリー園の入口あたりでオスのキジ

が夕方帰るまで動き回っていた。どっちが住人か分か

らない。 

 

⓶ 早生のブルーベリーの花が開花。ミツバチが受粉して

くれている。結実への期待からか羽音がうれしい。 

 

2021年 4月 23 日 

社会福祉法人安芸の郷 理事長 遊川和良 


